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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
技術的特徴は、3つ！
①地域高規格道路としての役割を担う路線内橋梁であり、重要度の高い構造物として道路管理者の視点を取り込みながら、橋梁形式選定に反映する。
　⇒（道路管理者：コスト、安全性、施工性、耐久性）（一般ユーザー：走行性、安全性）
②石塚地区の周辺環境がかなり変化するため、利用する一般ユーザーやその地域の住民の視点を加える必要がある。（地域住民：安全性、住環境）
③当該地区は、住民の理解を得るまでに交渉に時間を要した経緯があり、如何にわかりやすく計画を「地域住民に説明する」ことがポイントと考えた。


(1) EHBEDHEN

A 5.
JEENE (T I s
1= < < [5]
=0 [y
& B[] & 5] 2 2 .
) =R NONRE RS 2| (#) =] | X
2 g 2 % 2 X % ZE o0
1T AREINE R T N
o QE E = |=| | &

e £

& BB YL MRSt


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①一般的な大枠の橋梁予備設計の流れざっくりと！
②当該業務のイベントとして・・・
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・現地状況
・並行業務　　ウエスコ-道路詳細設計
・類似
　　このあたりから得られる情報を整理して固有条件に！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
壮大な水田地帯、規制区域外である⇒裏返すと、かなり静かな場所
規制地図で対象地点は、地図の外⇒　・・連担！の「！」あたり
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域住民の先祖の墓
石塚廃寺跡の歴史　　地図は倉吉市遺跡分布調査報告書より、
　　　　　　　　　　　　　　建て方が四天王寺式の伽藍配置で、四天王寺の70%の面積、南北に約150m程度の規模
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成24年度　倉吉関金道路　　「倉吉関金道路詳細修正設計」ウエスコ


QUATEERE DRSS (2)

Trl.

1 EEHE HERERRE 2EEHE
4900

& | A M

= } mﬂ z } R

2 \ -1 B

‘ i ‘ ﬁ ‘ 2.00%
JJ RN = Y

o —

TERRP R
&> TSI YIS MR A

Nishitani Engineering Consultant Co. Ltd




®\ - EE}#}EE%DDO)EEDIU

<FB{LU R m>
INEE2 545 SR ELESPCHZERNRIE
INES1S4E 4+ 51 EHEFPCHZE RS
FEINEZEE 4+4FMERPCHZEKRMRE

— — === 1= = P =
— (. ad~ Cé’/c_b\ 7':'0)1517&1 2I\D *° *°

& BRI IV MR



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここまできたら、今回の橋梁形式も、み
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・軟弱と判断される地盤⇒　浅層域（地表面から3m以内）に分布する粘性土層の確認⇒施工時の地盤改良について重要な事項　支保工架設-無処理、TC架設-改良によって異なる。
・液状化の確認　⇒液状化の可能性あり
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
計画する前に挙げた情報から、住環境の変化をキーワードとした。
特に、
もともと静かな住宅地周辺に新設高架橋ができれば、環境が変わり、特に夜間の騒音影響は、重要事項！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
調査した結果をそれらしい形にしたい。
　悩んだ結果、高架構造物音と離隔との関係を分析し、予測値
やり方は、単発暴露・・・
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
発注者は「ふ～ん」とあまり好評ではありませんでした。

騒音の45dbは、道路に面する地域以外の地域で準住居地域の夜間の基準値を目安に使用。
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	国道３１３号（倉吉関金道路）改良工事「地質調査及び橋梁予備設計業務委託」（石塚高架橋）（補助改良）
	1.業務概要�2.技術的特徴�3.苦労した点や工夫した点�4.何が評価されたのか��　おわりに
	1.業務概要
	2.技術的特徴
	（1）業務の流れ
	（2）計画する前に・・・
	① 現 地 状 況 （1）
	① 現 地 状 況 （2）
	②並行関連業務との整合（1）
	②並行関連業務との整合（2）
	③過年度成果品の確認
	（3）地質調査・解析結果
	（4）固有条件の整理
	（5）橋梁基本構造
	（6）橋梁形式選定
	鳥取県の橋梁形式評定仕様
	スライド番号 17
	　で、設計への反映方法は、
	3.苦労した点や工夫した点（2）
	では、可視化による確認は、こんな感じ
	4.何が評価されたのか
	◆見通し視距の図化と可視化
	スライド番号 23
	おまけ　3Dプリンターで
	おわりに、

